
議題２ 

 

 

令和２年度 播磨科学公園都市圏域定住自立圏連携事業の実施状況について 

 

 

 播磨科学公園都市圏域定住自立圏共生ビジョンに定めた連携事業について、

資料２のとおり、令和２年度の実施状況を報告するものです。 

 

 

【関連資料】 

 ・資料２ 

 

   ※連携事業のうち、主な事業について記載しております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この頁は余白です 
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令和２年度 播磨科学公園都市圏域定住自立圏共生ビジョンに基づく

連携事業の実施状況 

※事業費：令和 2 年度決算見込額 

 

 

 

 

●  在宅医療・介護連携ＩＣＴシステム推進事業        事業費 825 千円 

【たつの市：594 千円（うち上郡町負担分 33 千円、佐用町負担分 198 千円）、 

上郡町：33 千円、佐用町：198 千円】 
 

 地域完結型医療の実現を目指し、かかりつけ医・訪問看護師・薬剤師・ケアマネー

ジャー・介護福祉士等、多職種間の切れ目のない連携から地域包括システムを実現

していくため、医師会と連携して在宅医療・介護連携ＩＣＴシステムを運用してい

ます。同一システムで運用することにより、患者に関わる圏域内の事業所における

情報共有が可能となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴシステムアカウント数 ※１】 

 

※１：医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師などがシステム利用するための権限数 

 

 

年 度 実 績 内 訳 

平成 30 年度 89 たつの市  89、上郡町  0、佐用町  0 

令 和 元 年 度 104 たつの市  71、上郡町 26、佐用町  7 

令 和 ２ 年 度 
【1 月末時点】 

119 たつの市  82、上郡町 25、佐用町 12 

生活機能の強化に係る分野 

 福祉 

高齢者・障害者支援及び認知症対策体制の充実 

訪問看護師 

かかりつけ医 

薬剤師 

介護事業者 ケアマネジャー 

患 者 

在宅医療・介護の連携強化 

ＩＣＴシステムを活用した地域包括ケアシステムの実現 

資料２ 
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● 福祉資格取得助成事業                                事業費 929 千円 

【たつの市：100千円、宍粟市：634千円、上郡町：0千円、佐用町：195千円】 

 

 福祉施設等に勤務する職員または勤務する予定の方に対して、資質の向上やスキ

ルアップを図るため、福祉資格を取得された方に対して５万円を上限に受講料・受

験料・教材料などに係る費用（２分の１以内）を助成し、圏域の福祉人材の確保に努

めています。なお、令和２年度の資格取得者数が例年より少なくなっている要因と

しては、新型コロナウイルス感染症の影響により、民間の資格取得講座の延期又は

中止を受けたことが挙げられます。 

 

【対象となる資格】 

介護職員初任者研修、実務者研修、介護福祉士、介護支援専門員 

   

【助成事業による新規資格取得者数】 

 

＜資格別内訳＞ 

・令和元年度（44 人の内訳） 

介護職員初任者研修：11 人 

実務者研修：29 人 

介護福祉士：3 人 

介護支援専門員：1 人 

 

・令和２年度（22 人の内訳） 

実務者研修：17 人 

介護福祉士：1 人 

介護支援専門員：4 人 

 

【テクノ圏域だより】  

令和２年５月号掲載 

 

 

年 度 実 績 内 訳 

平 成 3 0 年 度 49 人 たつの市 15 人、宍粟市 18 人、上郡町 3人、佐用町 13 人 

令 和 元 年 度 44 人 たつの市 17 人、宍粟市 14 人、上郡町 3人、佐用町 10 人 

令 和 ２ 年 度 
【1 月 31 日時点】 

22 人 たつの市  2 人、宍粟市 15 人、上郡町 0 人、佐用町 5 人 

生活機能の強化に係る分野 

福祉 

高齢者・障害者支援及び認知症対策体制の充実 
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● 病後児保育施設の相互利用                         事業費 27,847 千円 

【たつの市：4,231千円、宍粟市：16,439千円、上郡町：4,186千円、佐用町：2,991千円】 

 

 児童が病気の「回復期」である場合（病後児対応型）

又は「回復期に至らない場合」であり、かつ、当面の症

状の急変が認められない場合（病児対応型）において、

当該児童を病院・診療所、保育所等に付設された専用ス

ペース又は本事業のための専用施設で一時的に保育し、

保護者の就労を支援するとともに、安心して子育てでき

る環境の充実を図っています。 

 本事業は、圏域住民の施設相互利用が可能となっています。なお、令和２年度の利

用者数が例年より少なくなっている要因としては、新型コロナウイルス感染症の影

響により、保護者の在宅勤務等が挙げられます。 

 

【実施施設】 

たつの市：「まあや学園」（病後児保育型） 

宍粟市 ：「宍粟市病児保育室 そらまめ」（病児・病後児保育施設） 

上郡町 ：「陽光こども園」（病後児保育型） 

佐用町 ：「佐用共立病院」（病児・病後児保育施設） 

 

【利用者数】 

 

【テクノ圏域だより】 令和元年 12 月号掲載 

 

 

 

 

 

 

年 度 実 績 内 訳 

令 和 元 年 度 161 人 
たつの市 120 人、宍粟市 15 人、上郡町 3 人、佐用町 23 人 

※相互利用 7人 

令 和 ２ 年 度 

【1 月 31 日時点】 
82 人 

たつの市 37 人、宍粟市 45 人、上郡町 0 人、佐用町  0 人 

※相互利用 0人 

生活機能の強化に係る分野  

福祉 

子育て支援体制の充実 
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● 特別支援学校センター的機能を活用した教育相談事業    事業費 260 千円 

【たつの市：260 千円】 

 

兵庫県立西播磨特別支援学校を軸としたセンター的

機能を活用し、同校教員（コーディネーター）を圏域内

小中学校へ派遣し、支援を必要とする児童生徒に対する

より望ましい支援のあり方など、専門的な視点からの助

言・指導を受けてフィードバックすることにより、教育

相談体制の充実を図っています。近年、増加している発

達障害に関する相談に対し、令和元年度からは発達検査の対応も行っています。 

また、兵庫県立視覚特別支援学校による教育相談も実施しています。なお、令和２

年度の派遣延回数が例年より少なくなっている要因としては、新型コロナウイルス

感染症の影響により、小・中学校の休業が挙げられます。 

 

【派遣延回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 実 績 内 訳 

平成 30 年度 260 回 たつの市 117 回、宍粟市 38 回、上郡町 68 回、佐用町 37回 

令 和 元 年 度 240 回 たつの市 101 回、宍粟市 43 回、上郡町 64 回、佐用町 32回 

令 和 ２ 年 度 
【1月 31日時点】 

138 回 たつの市  68 回、宍粟市 19 回、上郡町 34 回、佐用町 17回 

生活機能の強化に係る分野  

教育  

学校教育・社会教育の充実 
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● 社会体育施設の相互利用及び各種スポーツ大会連携事業  事業費 3,480 千円 

【たつの市：2,270 千円、佐用町：1,210 千円】 

 

◆定住自立圏スポーツフェア （来場者数：５００人【満員】） 

 パリ２０２４オリンピック・パラリンピックにおいて正式種目となる「ブレイキ

ン」に焦点を当て、中学校保健体育において必修となっている「ダンス」の授業で活

用できる圏域オリジナルの「ダンススポーツ学校指導用（ＤＶＤ）」を制作するとと

もに、上映会とダンスイベントを実施しました。当日はトッププレイヤーの実演・パ

ネルディスカッションにより、教育現場でのダンス指導の有益性を高めるとともに、

競技人口の増加、健康増進等の促進が期待されます。 

 ダンス指導用教材については、圏域の幼保こども園、小・中学校、高等学校に配布 

（小・中学校には各校のクラスごとに配布）したほか、複数のメディアで取り上げら

れるなど、圏域の取組みについて広くＰＲすることにつながりました。 

 

 

※ 教材の指導者には、世界大会でも優 

勝経験のある半井重幸 選手、石川 

勝之 選手を起用。イベントには両 

名を含むブレイキンのトッププレ 

イヤーに加え、東京２０２０から正 

式種目に採用されたスケートボー 

ドでは、宍粟市出身の日本代表候補 

である前田日菜 選手にも出演い 

ただきました。 

  

※イベント実施にあっては、「新型コロ 

ナウイルス感染症に係る兵庫県対処 

方針」に基づき、十分な配慮・運営管 

理の下で実施しました。 

 

 

 

【令和 3 年 2 月 5 日  毎日新聞 19 面（はりま欄）】 

 

生活機能の強化に係る分野  

教育  

学校教育・社会教育の充実 
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● ビジネスマッチングフェア開催事業、合同就職面接会開催事業   事業費 3,493 千円 

【たつの市：2,000 千円、宍粟市：1,493 千円】 

 

圏域内で就職を希望する新規学卒者やＵＩＪターン希望者を対象に、圏域内の企

業が相互に出展する企業ＰＲ、就職説明会を実施し、出展企業間の商談のほか、就職

希望者と企業とのマッチングを通して、地域産業の振興及び雇用促進に努めていま

す。フェアの周知は、圏域内の住民（全戸・隣保回覧）・高等学校（12 校）のほか、

大学・専門学校（88 校）、カムバックひょうご東京センター等に行っています。なお、

令和２年度の就職・定住応援フェア及びＪＵＭＰ ＵＰ ＳＨＩＳＯについては、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を避けるため、オンラインにて実施しました。 

 

 ◆ビジネスマッチングフェア開催事業 

   たつの市：凄ワザ！企業がてんこ盛り in たつの 

   宍粟市 ：しそうビジネスサポート 

◆合同就職面接会開催事業 

   たつの市：就職・定住応援フェア 

   宍粟市 ：ジャンプアップ宍粟 

 

【参加企業件数】 

平成 30 年度  

 ・「しそうビジネスサポート」           参加企業数 37 社 

・「ＪＵＭＰ ＵＰ ＳＨＩＳＯ」         参加企業数 26 社 

・「凄ワザ！企業がてんこ盛り in たつの」      参加企業数 32 社 

・「就職・定住応援フェア」                     参加企業数 44 社 

 

令和元年度  

・「しそうビジネスサポート」                  参加企業数 34 社 

・「ＪＵＭＰ ＵＰ ＳＨＩＳＯ」              参加企業数 25 社 

・【中止】凄ワザ！企業がてんこ盛り in たつの、就職・定住応援フェア  

 

令和２年度 

・【オンライン開催予定】就職・定住応援フェア          参加企業数 30 社 

・【オンライン開催予定】ＪＵＭＰ ＵＰ ＳＨＩＳＯ    参加企業数 23 社 

・【中止】凄ワザ！企業がてんこ盛り in たつの、しそうビジネスサポート 

 

【テクノ圏域だより】  

 

令和３年２月号掲載 

 

 

 

生活機能の強化に係る分野  

産業  

雇用・企業等誘致の推進 



7 
 

 

 

 

 

 

● コミュニティバス・路線バス等利用促進事業        事業費 29,202 千円 

 【たつの市：4,085 千円、上郡町：4,228 千円、佐用町：20,889 千円】 

 

 

◆圏域バス（愛称：てくてくバス）の運行 

 

圏域の公共交通ネットワークの充実を図るため、西

播磨総合リハビリテーションセンターなどが立地する

播磨科学公園都市を結節点として圏域バス（１乗車 200

円）を運行しています。 

また、運行開始後もバス停の新設や増便、ダイヤ改

正、交通系ＩＣカード導入など、利便性の向上を図っ

ています。なお、令和２年度の乗車実績が例年より少なくなっている要因として

は、新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛等が挙げられます。 

 

【乗車実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 実 績 備 考 

平 成 2 9 年 度 1,249 人（4.3 人／日）  

平 成 3 0 年 度 1,681 人 (5.8 人／日） 
＋34.6％ 

※対前年比 

令 和 元 年 度 2,465 人（8.4 人／日） 
＋46.6％ 

※対前年比 

令 和 ２ 年 度 
【1 月 31 日時点】 

1,668 人（6.8 人／日） 
－19.1％ 

※対前年同月時点比 

結びつきやネットワークの強化に係る分野 

 地域公共交通 

地域公共交通ネットワークの充実 
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定住自立圏事業の取組みを圏域住民に広く周知するため、「播磨科学公園都市圏域

定住自立圏通信」を全世帯に配布（平成 28 年度・29 年度）していましたが、令和元

年度から、各市町の「広報誌」にて通年で実施する事業やイベント、観光情報を相互

掲載する「テクノ圏域だより」に変更し、連携事業の内容が確実に伝わり、より身近

に感じていただけるよう情報発信に努めています。 

 

※「テクノ圏域だより」については、兵庫県市町振興課から昨年度のビジョン懇談会

にて、総務省においても既存の広報媒体を有効活用している全国でも類を見ない

取組みであり、高い感心を与えた旨を紹介いただいきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【令和２年度 掲載一覧】 

４月号 
【宍粟市】   大歳神社「千年藤」藤まつり【中止】 

【上郡町】   第 12 回大鳥圭介まつり【中止】 

5 月号 【共 通】   福祉資格取得助成事業 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 10」 

6 月号 【上郡町】   ポータルサイト「くるんけ？」を立ち上げました！ 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 24」 

 【佐用町】   南光ひまわり畑 

7 月号 【宍粟市】   カヌーポロ体験会(ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ 2021 関西開催市町 PR ｲﾍﾞﾝﾄ) 

 【佐用町】   テクノを紹介するサイト「テクノ界隈」をアップ 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 45」 

8 月号 【共 通】    ファミリーサポートセンター事業 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 12」 

9 月号 【上郡町】   ぜひ、絵本の原画をみてください！展「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 19」 

 【佐用町】   さよう星降る町のビジネスプランコンテスト 2021 募集 

10 月号 【たつの市】  超小型モビリティレンタル事業実証実験中 

 【宍粟市】    国見の森 カメさんハイキング 

11 月号 
【たつの市】  歴史文化資料展「龍野城下のたたずまい」 

【佐用町】   佐用風土オンラインストアがリニューアルオープン 

12 月号 【共 通】    パーク＆ライド助成相互利用促進事業 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 42」 

1 月号 
【たつの市】  特別展「城山城」 

【上郡町】   上郡町企業ガイドブック発刊 

2 月号 【共 通】    オンライン合同就職説明会事業 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 26」 

その他： 情報発信の強化 

掲載例 (広報たつの 9 月号) ※上郡町・佐用町の記事掲載 
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【令和元年度 掲載一覧】 

 

5 月号 【共 通】   定住自立圏説明記事 

6 月号 【上郡町】   かみごおり川まつり 

 【佐用町】   南光ひまわりまつり 

7 月号 【たつの市】  プレパーク赤とんぼ夏祭り 

 【宍粟市】   音水湖カヌーまつり  

8 月号 【共 通】    西播磨オースポーツフェスタ 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 21」 

9 月号 【たつの市】  馬場コスモスまつり 

 【佐用町】    さようマラソン＆ウォーク  

10 月号 【たつの市】  オータムフェスティバル 

 【上郡町】    白旗城まつり 

11 月号 【宍粟市】    最上山もみじまつり 

 【上郡町】    JR 上郡駅姫路駅間電化開通 60 周年記念イベント 

12 月号 【共 通】    病後児保育事業 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 13」 

1 月号 【宍粟市】    さつきマラソン大会（ランナー募集） 

 【佐用町】    さよう健康フェスティバル 

2 月号 【共 通】    就職説明会×企業フェア 「ﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 25.26」 【中止】 

3 月号 
【たつの市】  龍野さくら祭【中止】 

【佐用町】    佐用町桜まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


